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１．研究計画の概要 
 
	 本研究は、経済の規模が縮小する時代に固
有の都市・地域経済問題を考え、それらの問
題の解決に資するような政策的インプリケ
ーションを、新経済地理学の枠組みから導き
出すことを目的とする。具体的にどのような
問題を扱うかは研究を進めながら検討する。
たとえば以下のような問題が考えられる。 
 
（1）都市内空間構造の再編 
	 経済の規模縮小時代においては、規模拡大

の時代と異なる都市構造が求められる。本研

究では、経済学の観点から、規模縮小時代に

おけるあるべき都市内空間構造を探究する。 
 
（2）輸送を担うインフラストラクチャー投
資の諸問題 
	 輸送インフラストラクチャーは、経済活動

の立地に影響を及ぼす。したがって、国際輸

送についても、国内輸送についても、それを

どう整備していくかはひじょうに重要な問

題である。新経済地理学の分析枠組みを用い

て望ましい投資のありかたを分析し、政策的

含意を導く。 
 
（3）都市部と地方の財政上の不均衡の問題 
	 新経済地理学は、経済活動の集積に伴う利

益と不利益を考え、それらがちょうどバラン

スするような、最適な集積の水準に着目する。

都市部と地方の財政上の不均衡を考える際

には、この最適水準を規準にする必要がある。 
 
 
 

２．研究の進捗状況 
 
	 これまでに行った研究の成果は、次のよう
に要約できる。まず、さまざまな都市・地域
経済問題をとりあげ、何がどう問題であるの
かを調べた。ついで、新経済地理学の成果を
整理し、それぞれの問題に応用できるような
基礎的枠組みを構築した。そして、その枠組
みに則って問題の要因を明らかにし、とるべ
き経済政策を考察した。とりあげた問題は多
岐にわたるが、代表的なものについて研究内
容をまとめると、以下のようになる。 
 
（1）都市内空間構造の再編 
	 中心市街地活性化のためにどのような政
策が有効かを見るため、都市内における商業
集積がいかなる要因によって形成されるか、
理論的に考察した。新経済地理学の概念枠組
みを用いて大都市における中心市街地と郊
外のサブセンターの関係を明らかにし、中心
市街地衰退の問題の本質的な原因を探った。
また、消費者が商業中心地に立地している商
業施設について完全な情報をもたないこと
が、商業集積にどのような影響を及ぼすか、
理論的に検討した。 
	 また、自動車に対する公共交通のアクセシ
ビリティの向上が、自動車志向型都市構造を
是正する上でひとつの重要な政策となり得
ることを示した。 
 
（2）輸送を担うインフラストラクチャー投
資の諸問題 
	 輸送費と経済活動の地理的分布の相互依
存関係を明らかにした。 
	 さらに、一国の経済の効率性から見て、輸
送セクターがどのような大きさであるべき
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か、考察した。そして、望ましい大きさに誘
導するために、どのような政策が求められる
か、分析を行った。 
 
（3）都市部と地方の財政上の不均衡の問題 
	 地域間の効用の差異がどのような水準に
なっているかを調べた。 
 
３．現在までの達成度 
 
「①当初の計画以上に進展している。」 
理由：下記に示すように、3 年間で多くの業
績を出している。とくに、雑誌論文に関して
は、Journal of Urban Economics, Journal of 
Regional Science and Urban Economics, 
Economic Theory といった国際的な査読付
き雑誌に 10篇もの論文を掲載している。 
 
４．今後の研究の推進方策	 
	 
	 今後も国際的専門誌への論文掲載を目標
に、いっそう研究を進める。なお、本研究は
それぞれの研究代表者・分担者による自律的
な研究を中心に据えているが、ワークショッ
プや研究会を通じて全体を俯瞰することも
考えている。	 
	 
５.	 代表的な研究成果	 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）	 
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